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Ａ．研究目的 

アトピー性皮膚炎（AD）は外因性と内因性に分別

することができる。外因性は通常型であり、IgE

高値で、ADの約 80%を占め、IgE介在性のアレル

ギー機序によるタイプである。一方、内因性 AD

は IgEが正常域であり、IgEに依存しない反応に基

づき、ADの約 20%を占め、女性が多い。外因性

ADはフィラグリン欠乏などにより皮膚バリア機

能が障害されており、内因性 ADは皮膚バリア機

能が正常でフィラグリン遺伝子変異頻度が高くな

い。日常診療の段階で、皮疹の性状から、両者を

鑑別することはほぼ困難である。我々両者の違い

を臨床症状、かゆみ関連因子において明らかにし、

内因性 ADの本質的事項を浮き上がらせることを

試みた。 

 

Ｂ．研究方法 

浜松医大皮膚科通院中の AD 患者および産業医大

皮膚科にて戸倉が診察した AD 患者において、以

下の項目について調査•検討した。 

1) 臨床症状重症度：SCORAD, VAS（かゆみ） 

2) 特徴的臨床症状：Dennie-Morgan fold, 尋常性魚

鱗癬, palmar hyperlinearity 

3) 合併症：アレルギー性鼻炎、喘息 

4) 不安度：STAI（特性, 状態） 

5) 一般血液検査：LDH, 総 IgE値, 特異的 IgE（Df, 

Dp）, TARC, 好酸球数 

6) 先進的検査（倫理委員会承認）：フィラグリン

遺伝子変異, 血中 CCK8 

7) 金属パッチテスト：ニッケル（Ni）, コバルト

（Co）, クロム（Cr）など 

 

Ｃ．研究結果 

内因性 ADを、「血清 IgE値 200 IU/L未満」また

は「血清 IgE 値 500 IU/L 未満かつ Df または Dp

特異的 IgEが class 0または 1」と定義した。AD患

者は、48人の外因性ＡＤ（29.4±16.2歳、M:F 36:14、 

ＶＡＳ 53.6、血清ＩｇＥ 13221±15249 IU/L、好
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酸球 10.1%、ＬＤＨ 276 IU/L） 、14人の内因性

ＡＤ（36.1±10.0 歳、M:F 4:10、 ＶＡＳ 52.3、血

清ＩｇＥ 136.7±151.7IU/L、好酸球 7.4%、ＬＤＨ 

206 IU/L）であった。 

 Dennie-Morgan fold は有意差がないものの内因

性で高頻度 (25%)、魚鱗癬と palmar hyperlinearity

は外因性で高頻度 (18%)、痒疹は内因性で高頻度 

(21% vs 6%)、フィラグリン遺伝子変異は外因性で

高頻度、喘息と鼻炎は外因性で高頻度であった。 

 金属パッチテストは、Coで内因性 ADが有意に

高頻度 (42% vs 13%)、Ni でも内因性で高頻度 

(31% vs 26%) の傾向があった。さらに IgE値を層

別化すると、IgE 100以下でのグループで Co 63%, 

Ni 63%, Cr 38%に陽性率を示し、IgE 500以上のグ

ループでのそれぞれの陽性率（Co 13%, Ni 26%, Cr 

22%） と対比された。 

 

Ｄ．考察 

今回の調査で内因性 AD は女性に多く、その特徴

的皮疹として痒疹があることが示唆された。内因

性 ADでは Ni、Coパッチテストの陽性率が有意に

高かった。また我々の今回の調査ではフィラグリ

ン遺伝子変異は外因性であっても 20%を越えるも

のではなかった。 

 

Ｅ．結論 

内因性 AD、痒疹、金属アレルギーの関連が明ら

かとなった。 

 

Ｆ．健康危険情報 

特になし。 
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